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研究成果の概要（和文）：　高齢化が著しいわが国において健康寿命の延伸は重要課題であり、国を挙げたフレ
イル対策が推進されている。慢性的低栄養は、フレイル対策の主要な介入標的の一つであり、口腔機能の維持向
上を含めた多様な手段による栄養改善策が必要である。本研究は高齢者に実施すべき栄養指導の内容や方法を検
討する際の基礎資料を得ることを目的とし、岩手県久慈市の介護事業所が提供するデイサービスの利用者を対象
に、栄養や健康的な食習慣に対する高齢者の関心や知識を、質問票を用いた聞き取り調査を通して明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：　Extending healthy life expectancy is an important issue in Japan, where 
the population is aging rapidly, and national measures against frailty are being promoted. Chronic 
undernutrition is one of the main intervention targets for frailty syndrome, and nutritional 
improvement measures by various means including maintenance and improvement of oral function are 
required. 
　The purpose of this study is to obtain basic data for examining the contents and methods of 
nutritional guidance that should be given to the elderly, and for users of day services provided by 
nursing care establishments in Kuji City, Iwate Prefecture, nutrition. Through interview surveys 
using questionnaires, we clarified the interests and knowledge of the elderly regarding health and 
healthy eating habits.

研究分野：高齢者歯科

キーワード： 介護予防　フレイル　食習慣　栄養　高齢者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究参加の意思を示した60人を対象に、食事のバランスや必要量など栄養に関する基礎的知識、健康的な食習
慣に対する関心の程度、口腔関連QOL等を計32問の質問により評価した。
　この調査から、高齢化の進んだ地方都市に居住する高齢者の健康志向は高く、栄養や食にも十分な関心を払っ
ているが、栄養や食に関する知識には偏りがあり、特にフレイル対策に関して重要な知識が不足していることが
明らかになった。一方、対象者は地域コミュニティーのフォーマル、インフォーマルなサポートを豊かに活用で
きる環境にあり、こうした利点を活用した栄養指導のあり方の工夫が肝要であることが推察された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

現在の日本は超高齢社会をむかえ、その高齢者の多くが身体的、精神・心理的、社会的フレイ

ルのため要介護状態に陥りやすい状態にある。国は 2016年 6月に「ニッポン一億総活躍プラン」1）

を閣議決定し、健康寿命の延伸による介護負担の軽減に言及して以来、フレイル対策を高齢者保

健の重要な施策と位置付けてきた。高齢者保健においてフレイル対策が重要視されるのは、フレイ

ルが死亡や要介護状態に陥るリスクを有意に高める因子であることに加え、適切な介入や支援に

より生活機能を維持・向上させ、フレイルから要介護状態へと移行することを予防するだけでなく、

フレイルからより健康な状態に回復することも可能であるという「可逆性」を有するからである。また、

フレイル対策の主要な方策の一つに「栄養マネジメント」が位置付けられているのは、低栄養、サ

ルコペニア、低活動、食思不振などの循環的な連鎖を重ねることでフレイルが進行するとされること

による。 

栄養マネジメントの目標の一つは、適正な体格指数（body mass index; BMI）の維持である。

「日本人の食事摂取基準（2020年版）」は、目標とすべき BMIの下限を 18～49歳では 18.5、50

～64歳では 20.0、65～74歳と 75歳以上では 21.5 と増齢的に上昇させつつ、上限は全年齢で

一律に 24.9 と定めている。すなわち、中年期から壮年期にかけては過栄養にならぬよう栄養摂取

を制限する生活習慣病予防、いわゆる〔メタボ対策〕が栄養マネジメントの主要な目標であるのに

対し、高齢期以降は低栄養やサルコペニアを予防する〔フレイル対策〕がこれに代わる。このメタボ

対策からフレイル対策への移行障壁になり得るのが、高齢者の栄養や食生活に関する知識、なら

びに自身の食生活に関する認識である。多年にわたるメタボ対策キャンペーンを通じて粗食を善と

する知識を身に着けた今日の高齢者が、低栄養こそ悪というフレイル対策について十分な知識を

得ぬまま、良かれと信じて栄養摂取の制限を続けている可能性は否定できない。 

これに関して近年の「国民健康・栄養調査」は、高齢者の興味深い特徴を捉えている。平成 28

年には低栄養傾向（BMI 20以下）の高齢者が男性で12.8％、女性で22.0％を占め、女性におけ

る割合はそれ以前 10年間で有意に増加したことが報じられた。上述の目標とする BMI の範囲に

基づく適正体重未満の高齢者の割合はさらに高い。令和元年の調査では、食習慣改善の意思に

ついて「改善することに関心がない」もしくは「関心があるが改善するつもりはない」と回答した 70歳

以上高齢者の割合が男性で 41.3％、女性で 36.6％に上る一方、「食生活に問題はないため改善

する必要がない」とする回答が 30.2％および28.6％を占めた。この結果は、55歳以上男女が対象



である「平成 29 年度高齢者の健康に関する調査結果」において、日頃心がけている健康活動を

問う設問に「特に心がけていることがない」を選択した回答者が 9.3％に止まり、「栄養のバランスの

とれた食事をとる」の選択者が 59.4％と他の選択肢を退けて最高位を占めたことと一見矛盾するが、

栄養に関する知識やそれに基づく食生活に関する自己認識が適切でないことを窺わせる知見で

ある。 

２． 研究の目的 

岩手県久慈市の介護事業所でデイサービスを利用する高齢者を対象に、口腔機能の維持向上

を目的とする歯科健診と、同じ施設でそれ以前より行われていた運動機能の維持向上を企図する

介入事業とを連携させ、口腔と運動の双方より介護予防を推進する研究事業を開始した。摂食機

能低下に関連する不良な口腔保健状況が、低栄養を介して高齢期の総死亡リスクと関連すること

は Hiratsuka らによる鶴ケ谷プロジェクトの解析が示すところであり 2)、歯科保健を通じた栄養向

上は介護予防という目標に、運動機能の維持向上と相乗的に奏功することが期待されると考えた

ためである。また、栄養状態の改善には日々の食事内容の改変が必要であることから、対象である

高齢者の栄養に関する知識、自身の食習慣に関する認識を明らかにしたうえで、栄養指導を併せ

て実施する必要があろうと考えた。本研究の目的は、この研究事業の対象である地域居住高齢者

の栄養に関する知識や食習慣を調査することである。 

３． 研究の方法 

(1)対象者 

本研究の対象は、2018年 12月以降に岩手県久慈市の介護事業所Caloreにおいてデイサー

ビスを利用した高齢者のうち、本研究への参加に同意の意思を示した者である。運動機能測定や

それに基づく運動指導、歯科健診、口腔機能検査やそれらに基づく口腔保健指導、栄養知識や

食習慣に関する聞き取り調査はそれぞれ異なる機会に随時実施したことに加え、2020年は新型コ

ロナ感染症のため調査に制限が生じたことから、対象者のリクルートや所要の調査をもれなく実施

することができぬまま、最終的に 2020年 9月の時点で本研究の中止の決断を余儀なくされた。そ

の結果、いずれかの調査の対象となった対象者の総数は 134人であり、うち栄養知識や食習慣に

関する聞き取り調査を実施できた人数は 60 人を数えるのみとなった。聞き取り調査対象者の平均

年齢は 81.1 ± 6.6歳(未記入 3人)で、性別は男性７人、女性 51人（女性率 87.9％、未記入 2人）



であった。なお本研究のプロトコルは、研究実施に先立って、東北大学大学院歯学研究科研究倫

理委員会の承認（承認番号：2018-3-22）を受けた。 

 

(2)栄養知識と食習慣についての聞き取り調査 

栄養知識と食習慣の聞き取り調査には、全 32 問の質問票を用いた。問 1～17 は食事バランス

や栄養必要量など栄養に関する知識を問う設問で、内容は中学校学習指導要領家庭科に示され

た中学 1年次の学習内容であり、問題形式は問題文の正否を二者択一で問うものとした。問 18～

27は食に対する関心度および口腔関連QOL、問 28、29は外食や朝食欠食の頻度を問う設問で、

1～5の5段階のリッカート尺度を用いた評価を行わせた。問30は食に関する知識の情報源を問う

内容で、選択肢を示して複数回答を許す形式とした。問 31、32 はメタボリックシンドローム、フレイ

ルに関する知識の有無を問う設問であり、「意味を含めて知っている」、「聞いたことはあるがよく知

らない」、「知らない」の 3段階評価とした。聞き取り調査はデイサービスを受けるための施設訪問時

に、施設職員が担当した。担当職員には、被験者への説明内容を一定に保つため、説明内容や

対象者からの質問への対処方法などに関する調査方法の周知をはかった。 

４．研究成果 

本調査で用いた質問票のうち、栄養知識を問う問 1～17は、中学校教育指導要領に準拠して

作成し、難易度は中学校家庭科で食物分野を学習する 1年次生徒に出題した場合に 80％の正

答率が得られる程度に設定した。本調査より、全 17問を通した正答率は 71.4％とほぼ良好である

ものの、正答率 50％を下回る問題が 5問に上り、高齢者の栄養知識に偏りや欠落があることが伺

われた。設問内容に即して検討すると、総じて栄養や食事、栄養素に関する基本的知識の正答率

は高く、カロリー量や脂肪摂取量、カルシウムや野菜の摂取についての高い正答率は、問 31で明

らかになったメタボリックシンドロームに関する認識の高さと併せて、対象者がメタボ対策について

の適切かつ具体的な知識を具えており、低カロリー、低脂質を旨とする食生活を適切と考えている

ことを示唆するものと考えられた。その一方で、食事の栄養バランスや摂取量に関する設問の一部、

高齢者に特化した栄養知識に関して正答率が際立って低いことが判明した。肉や魚、大豆などの

タンパク質は、高齢者では若年者と同等に摂取する必要がないとするかつての通説が、研究対象

集団内では今なお信じられているためであると推察された。 

対象者におけるフレイルの認知は著しく低く、約 3/4は「知らない」と回答している。フレイル対策

として低栄養を予防する必要があることについても、十分な認識が得られているとは思われない。



2020 年に改訂された「日本人の食事摂取基準（2020 年版）」は、フレイルやサルコペニアの発症

予防においてタンパク質摂取が重要であるとの認識を示している。また、フレイルもしくはプレフレ

イルの高齢者を対象とした介入研究において、タンパク質摂取量を高く設定することで筋肉量や身

体機能の有意な改善が得られたとする報告と併せて、高齢者における栄養指導においてタンパク

質の十分な摂取を強く意識づける必要があることが明らかになっている。 

食に対する関心度についての調査からは、対象者の半数以上が規則正しい食生活、カロリーや

塩分、脂質の調整、野菜の摂取を常日頃意識していることが示され、対象者が栄養や食を通じた

健康維持に十分な関心があり、また規則正しい食習慣を身に着けていることが判明した。 

食に関する知識の情報源に関する調査では、テレビ、家族や友人、新聞が上位を占める一方、

インターネット上のニュースサイトや SNS とする回答は皆無であり、対象である高齢者が栄養や食

について能動的な情報収集を行う姿勢が乏しいことが推察される。一方、本調査で友人・知人を情

報源とする者の割合が国民健康・栄養調査結果と同等であり、食育に関する意識調査の結果を上

回る高値を示したことは、この地域のコミュニティーが今なお健全なネットワークを維持しており、調

査対象の高齢者がコミュニティーのインフォーマルなサポートのなかで暮らしているさまを伺わせる

知見であろうかと思われる。 

本研究から、高齢化の進んだ地方の小都市に居住する高齢者が、適切な健康志向のもと、栄

養や食に対しても十分な関心を払っていること、それにもかかわらず栄養や食に関する知識には

偏りがあり、とりわけ高齢者の健康維持に重要なフレイル対策に関する比較的新しい知識が不足し

ていることが明らかになった。対象者はテレビや新聞を通じて多様な情報に触れる一方、自身の健

康状態に即して必要な情報を進んで求める姿勢は乏しく、利用できる情報源も限られていた。一

方、対象者は地域コミュニティーのフォーマル、インフォーマルなサポートを豊かに活用できる環境

にあり、このことを利用すれば、適切な栄養指導を行うことも十分可能であることが推察された。 
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